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　私の主な専門分野は日本アーカイブズ学です。アーカイブ
ズ学の目的は過去・現在・未来のアーカイブズに対する調査
研究及び保存活用実践を通じて、その科学的発展と実践的深
化を目指すことにあります。日本アーカイブズ学の研究対象
は二つに大別されます。一つは組織・団体・個人の活動の証
として保存管理される資料群（アーカイブ資料）。もう一つは
アーカイブ資料を保存公開する公文書館や文書館と呼ばれる
施設（アーカイブ施設）です。

　現在の私は、地方や地域の視点に立って、地方自治体の保
存管理する歴史的公文書等や地域コミュニティの管理する歴
史資料（古文書）が有する構造と情報、またそれらの保存活
用方策を主に研究しています。近年は福島県を主なフィール
ドに、東日本大震災及び原子力発電所事故の被害や復興にか
かわる文書・記録・資料の保全実践と調査研究を進めています。
また関東近県をフィールドとして歴史的公文書等の保存活用
にかかる実践活動や調査研究に携わっています。

　2017 年度における主な社会貢献活動は下記のとおりです。
国立歴史民俗博物館（外部評価委員会委員）、茨城県つくば市
（公文書等管理指針策定懇話会座長）、茨城県常陸大宮市（文
書館運営審議会委員）、埼玉県春日部市（文化財保護審議会委
員）、静岡県（歴史的資料の選別収集に関する審査会委員）、
東京都立川市（市史編さん委員会委員長）、福島県大熊町（ア
ーカイブズ検討委員会委員長）

　私や本研究科にとって、アーカイブズ学は図書館情報学や
博物館学とともに、未来の視点に立脚した新たな知識情報学
の構築を目指す研究分野です。過去から現在までの歴史資料、
現在の行政や企業活動の証拠となる文書、災害の記憶を未来
へ伝える資料など、具体的な記録や資料に対する興味がある
と “とっつきやすい” でしょう。学問の入口は広いので、素朴
で様々な興味関心をもってその扉を開けてみてください。


